[image: image1.emf]









目　次

	総長の言葉
前書き

	7
9

	１．祈りと献身の精神
生活プロジェクト･･･11　　　　提案･･･12

聞くこと･･･14　　　　　　　　省察･･･15


	11

	２．兄弟的交わり
生活プロジェクト･･･17　　　　提案･･･19
聞くこと･･･20　　　　　　　　省察･･･21

	17

	３．小ささ、貧しさ、そして連帯性
生活プロジェクト･･･23　　　　提案･･･24
聞くこと･･･26　　　　　　　　省察･･･27

	23

	４. 福音化－宣教
生活プロジェクト･･･29　　　　提案･･･30
聞くこと･･･32　　　　　　　　省察･･･33

	29

	５. 養成
生活プロジェクト･･･35　　　　提案･･･36
聞くこと･･･37　　　　　　　　省察･･･38
略号･･･39
	35




小さき兄弟会総長

親愛なる兄弟の皆さん、

主の平和が皆様と共にありますように！

　２００３年聖霊降臨総集会は、過去6年間の本会の成果を評価した上で、これからも本会の五つの優先課題に示されている方向に沿って歩みを続けるように各兄弟体（Fraternity）に要請しました。実際、これらの優先課題は兄弟たちとその共同体の生活と宣教に新しい関心と共感を生み出しました。これらの課題は相変わらず、「わたしたちのアイデンティティーをどのように生き、世界の期待をどのように理解するかを読み取る鍵」（LgP４）であり、現代世界における希望と預言のしるしへの刺激です。

わたしたちの兄弟体の活性化のために責任ある総理事会は総集会の要請にただちに応える義務を感じました。聖フランシスコの祭日の書簡ですでに公表したように、１１月の総理事会において、わたしたちの霊性にとって基本的で、わたしたちの主イエス・キリストの福音に沿っていくのに不可欠な生活様式のあり方に関する手引き書を認可しました。

　わたしはこの総理事会の考察の実りが、今日、キリストに従うあらゆる兄弟体とすべての兄弟たちにとって真に本質的なものは何か、また教会と世界に奉仕するにあたって、わたしたちの生活様式にとって真に本質的なものは何かを理解する助けとなると信じています。

　したがって、一人一人が祈りと省察と個人的・共同体的両面からの研究をとおして、手引き書に指摘された優先課題を深く学び、適用し、自分に当てはめていくことが重要です。実際に大切なことは、これが小さき兄弟会の優先課題（２００３－２００９年）を深く学び、適用する手引きとなることです。この手引き書には、生活への動機と具体的な目標、また各優先課題について個人での、また、共同体での省察を深める研究のポイントが提示されています。さらに、宣教する兄弟体としての本会の最近の進歩を考慮に入れて、兄弟体と宣教について、わたしたちの特徴と存在理由の側面を踏まえながら各優先課題を再検討しています。

　兄弟たちよ、さあ、始めましょう！わたしたちには道が分かっています。それは五つの優先課題です。わたしたちには案内役がいます。各地の兄弟と共同体に送ったこの「手引き書」です。それは、わたしたちの生活と宣教によって要請されている以上のものではありません。むしろ、兄弟的な世界を目指してキリストに従う者としてフランシスカン・カリスマの特別な価値を生きることなのです。

２００３年１２月８日、無原罪のおん宿りの祭日、ローマにて

兄弟　総長ホセ・ロドリゲス・カルバリョofm

Prot. n. 093848

前書き
　２００３年聖霊降臨総集会の総括文書「主があなたに平和を与えてくださいますように」（日本語版「アシジ総集会」pp73-98）は、回心するよう強く求めています。それは、「再び生まれること」であり、「福音的識別への道をたどること」（LgP, 総長の言葉 参照）です。それは小さき兄弟として現代世界の挑戦に答えるためであり、「新しい状況に対して想像豊かに、また創造的に新しい一歩を踏み出す道を発見する」（FEG38）ためなのです。

　回心への呼びかけは、もしわたしたちが力強い信仰体験を取り戻し、福音的生活の誓願を通してわたしたちの霊性の本質に立ち帰るならば、具体的な答えとなりうるのです（LgP2参照）。

　このために２００３年の総集会が提案したことは、本会が２００３－２００９年の６年間に、「五つの優先課題に示されている方向に沿って、各兄弟体が歩みを続けるべきです。なぜなら、この優先課題こそが、わたしたちのアイデンティティーをどのように生き、世界の期待をどのように理解するかを読み取る鍵となると、わたしたちは考えているからです」（LgP4）。

　総集会の意向を実践に移すために、総長と総理事会は、わたしたちの霊性にとって本質的であり、わたしたちの主イエス・キリストの福音を生きるうえで不可欠と考える生活のあり方について注意を向けるために手引き書の提供を決定しました。

手引き書はまた、本会の優先課題をも提示しており、総集会のテーマである「宣教する兄弟体」に焦点を当てて優先課題を展開しています。各優先課題は、兄弟体（その特別な特徴）と宣教(本会の存在理由)の観点から見直されています。



１．祈りと献身の精神

兄弟体が心を神に向けているのは、神だけが全能な方であることを生活と言葉を通して世界に告げるためなのです。

神だけが絶対であり、全能であり、いと高く、唯一の善き主であり、現実そのものであって、この神をこそ望むべきであり、この神こそが望まれるべき方であることを証しする力は、優先課題、「祈りと献身の精神」から由来するものです。

「そのころ、イエスはガリラヤのナザレから来て、ヨルダン川でヨハネから洗礼を受けられた。水の中から上がるとすぐ、天が裂けて、"霊"が鳩のように御自分に降って来るのを、御覧になった。すると、『あなたはわたしの愛する子、わたしの心に適う者』という声が、天から聞こえた」（Mk 1:9-11）。

生活プロジェクト　　　　　




　イエスを通して、それまで神の生命にだけ属するものと思われていた天が開かれ、人間の生命のためのものとして示されました。それはイエスの生命に預かることであって、イエスは人々と共に歩んでくださり、人々は回心という洗礼の水をもってイエスと結ばれるのです。これと同じような体験によって、新しい人類が、新しい人々が動き出しました。最初にイエス、それから最初の弟子たちに始まって、わたしたちにいたるまでのイエスに従う人々が。

　「わたしに従いなさい」とイエスは言われます（Mk 1:17）、「彼に聞きなさい」と御父は言われます（Mk 9:7）。これらの言葉の中に、イエスに従うための招きがこだましています。それは新しい人の道となるため、聖霊を受けるため、そして「あなたはわたしの子である」という神の驚くべき声を聞くための招きなのです。

　わたしたちのうちに住んでおられる聖霊を通して子としての体験を持つことが、わたしたちの祈りの生活、つまり「祈りと献身の精神」の基礎なのです。他のすべてのことは後回しにしなければなりません。なぜなら、「妨げとなるものをすべて取り除き、あらゆる心配や思い煩いを斥け、汚れない心、清い考え方で主なる神に仕え、愛し、賛美し、礼拝する」ように、わたしたちは呼ばれているからです（GGCC19§２参照）。

　祈りの生活、すなわち「祈りと献身の精神」は、他の何よりもまして大切なものです。天の御父とわたしたちの愛の関係はそれによって表されます。祈りの生活は愛の生活と同じように、義務的なものとしてなされるものではなく、全身全霊をもって常に生きていくものなのです（LgP27 b参照）。したがって、祈りは愛と同じく、新しい方法で主と自分との関係を築き上げていくものです。

　洗礼を通してキリストと結ばれた兄弟たちは、誓願によってより親密に主に従おうとし、「毎日、鏡」を見るように主にまなざしを向けていなければなりません。そうすることによって、主の祝福された清貧と聖なる謙遜とそこに輝く筆舌に尽くしがたい愛に倣うためなのです（４LAg15ff参照）。

　したがって、もしわたしたちが小さき兄弟の生活において「祈りと献身の精神」について話すならば、この「精神」の具体的な表し方に注意を向けるだけではなく、父である神と主であるイエス・キリストと聖化してくださる聖霊と共に生きている関係に注意を向けなければなりません。

提案







1 個人生活プロジェクトと兄弟体生活プロジェクトは、個人と兄弟体の祈りの時間と方法を示すものとなります。こうして、個人の活動と管区の機構とは、祈りと献身の精神を消すことはないでしょう。

2 個人生活プロジェクトと兄弟体生活プロジェクトは、沈黙の時間の価値を十分に考慮に入れなければなりません。そして、小冊子「中心、心のありかへの旅」（翻訳準備中）が勧めているように。各人が内的価値と沈黙の価値を再発見しなければなりません。
3 各管区と個々の兄弟の活気付けに当たる管区長は、祈りの生活と「祈りと献身の精神」を兄弟たちの生活を方向付け活気付ける優先事項、またキリストに従っていることの第一の表現とみなすべきです。

4 管区長たちと院長たちは、「主に向けられた心（フランシスカン的観想について）」と「祈りと献身の精神」（１９９７年）の中に言われていることを銘記し、新しい形の祈りや人々と共に祈ることに注意を払いながら種々の表現形態での祈りの生活を促進すべきです。

5 管区長たちは、兄弟たちがリテイロや黙想の家で十分な期間の観想の体験を持てるようにし、その体験が神体験をしっかり深めるものとなるように奨励すべきです。

6 各管区での観想的次元を活気付ける委員会は管区会議、あるいは分管区会議で任命されるべきです。

7 管区長たちと兄弟たちは、祈りと実生活とがもっと生き生きしたありかたで一つになるよう努めるべきです。

8 キリストと自分自身とを出会わせるために、つまり召命の宝を再発見するために、誓願２５周年記念などの折に、そのための十分な期間が設けられることはとても好ましいことです（ＲＭＧ、６０参照）。

9 聖福音の生活様式を生きる霊感を主からいただき、わたしたちの信仰と霊性の本質的体験に戻る緊急性にのっとり（LgP２参照）、兄弟たちは堅忍不抜の精神を持って神の言葉を聴き、黙想し、祈るようにすべきです。そのために、他の何よりも、「神の言葉を祈りの心で読む」（Lectio Divina）を用いるのは助けになります。

10 兄弟たちは、初期養成においても生涯養成においても、聖書的・典礼的側面からのふさわしい養成を受けることができるように配慮されるべきです。

11 兄弟たちは特別な信心を持って、主の母であり、わたしたちの母であるおとめマリアを敬わなければなりません（GGCC 26 §2参照）。そして、キリストとそのいと清き母マリアに忠実に従った聖人たちを敬わなければなりません。

12 兄弟たちは、フランシスカンの伝統的神秘主義と霊性を知るように専念しなければなりません。このようにして、わたしたちは伝統的霊性の信心形態を再発見しながら、それを現代の要求により適合した新しい形にして豊かに応えていけるのです。

13 各兄弟体と各兄弟は、少なくとも一年に一回、自分たちの祈りの生活様式を、「祈りと献身の精神」に照らし合わせて評価しなければなりません。

聞くこと



福音

· イエスは祈る：Mk 1,35; 14,32-39; Lk 3,21-22; 5,15-16; 6,12; 9,28-36; 22,39-46; 23,33-34.44-46.
· 祈りへの招き：Mk 6,30-32; 14,38; Lk 10,38-42; 18,1.
· 祈り方：Mt 6,5-13; Mk 11,25; Lk 11,1-13
· 信仰体験から生まれた祈り：Mt 8,1-4と並行箇所; Mt 8,5-13と並行箇所; Mt 9,18-19と並行箇所

聖フランシスコ

· フランシスコの祈り：2Cel 10.94-95; LegM 2,1; LegPer 80.93.
· 祈りへの招き：Rnb7・12；22・26；Rb5・2；10・9；LtAn２．

· 祈り方：Rnb23・1－6；LOrd50;賛美と祈り

· 小さき兄弟の生活様式である福音：Rnb序文；5・17；22・4１；Rb1・1；2・5；3・13－14；12・4；２Test14．

· 信仰体験から生まれた祈り：Abs；２Lｆ61．

修道会
· 会憲、19－31．

· フランシスカン養成綱領、12－16；66－69．

· 主に向けられた心

· 祈りと献身の精神

· 「全世界をキリストの福音であまねく満たす」、111－113

· 「心のありかへの旅」、2003年、ローマ

· 2003年総集会総長報告書、54－55

教会

· 共同体における兄弟的生活、12－20

· 奉献生活、93－95

· 3千年期を迎えて、32－39

· キリストからの再出発、20－27．

省察



A) 心の中に自分が神の子であることの喜びがありますか。
B) 自分の信仰が自分の生活と兄弟体の生活にどのように反映されていますか。
C) 今、自分のうちにおられる聖霊に従っていますか。
D) 「主に向けられた心」での生活が、どのようにして葛藤や個人的利害を乗り越えるのに役立っていますか。
E) フランシスコがしたように、神が自分の生活に入ってくるようにしていますか。そして自分の生活を改めさせるようにしていますか。
F) 個人的レベル、そして共同体的なレベルで祈りと献身の生活から来る挑戦とは何ですか。
G) 霊性のどの部分が本質であると思っていますか。
H) 個人的生活プロジェクトと兄弟体的生活プロジェクトは、神の言葉を聴く時間とゆとりを与えていますか。兄弟体として聖体祭儀をどのように行い、生きていますか。
I) 御聖体と十字架が毎日の自己放棄と従順にどうかかわっていますか。
J) 他の兄弟の祈りへの熱心さに対してどういう態度をとっていますか。
K) 信徒や教会のグループの熱心な祈りの生活、あるいはまた他宗教の信徒の熱心な祈りが、わたしたちの生活の励みとなっていますか。
L) 祈りに際して、わたしたちの妨げとなっていることは何ですか。
２．兄弟的交わり

あらゆる分裂を超えてキリストのうちに和解のあかしとなるために従順と相互の奉仕に愛を込める兄弟体

兄弟体において従順と相互の奉仕に生きる力、すなわち「関わり合っている兄弟」という在り方を具体化する力から、キリストがわたしたちの平和であり、わたしたちの和解であり、キリストこそが罪によって分裂している人類を一致させるお方であることを証する可能性が生まれるのです。

「たとえ、人々の異言、天使たちの言葉を語ろうとも、愛がなければ、わたしは騒がしいドラ、やかましいシンバル。たとえ、預言する賜物を持ち、あらゆる神秘とあらゆる知識に通じていようとも、たとえ、山を動かすほどの完全な信仰を持っていようとも、愛がなければ、無に等しい。全財産を貧しい人人のために使い尽くそうとも、誇ろうとしてわが身を死に引き渡そうとも、愛がなければ、わたしに何の益もない。愛は忍耐強い。愛は情け深い。ねたまない。愛は自慢せず、高ぶらない。礼を失せず、自分の利益を求めず、いらだたず、恨みを抱かない。不義を喜ばず、真実を喜ぶ。すべてを忍び、すべてを信じ、すべてを望み、すべてに耐える。愛は決して滅びない」（1Cor 13,1-8）。

生活プロジェクト





　兄弟体における交わりの生活は、わたしたちの召命の本質的要素です。主がフランシスコに兄弟を与えてくださったときから（2Test 14参照）、わたしたちは他の兄弟との真の交わりなしには、本当のフランシスカンとは言えないのです。兄弟体における生活の交わりは、わたしたちの福音化の第一の形なのです。
　神の御子の受肉はイエス・キリストにおけるすべての人と神との交わりの至高の表れであり、同時に、キリストにおける神とすべての人の交わりです。キリストはわたしたちを御自分の身体に組み込むことによって、兄弟となるようにしてくださいました。そして兄弟であるためには、エゴイズムと我欲を捨てて自分自身を小さく、貧しい者とすることが必要であると教えられました（Mk 9,34-35参照）。

　キリストとのこの交わりは、単に人間的な現実ではなく、共通の理念、もしくは共通の関心の実りなのです。それはまた、単に努力を経て獲得された徳ではなく、便宜的に良しとされた生活様式でもありません。人間としての生活の交わりは、神のみ業、神からの贈りもの、神の恩恵であり、利害関係による交わり以前のいのちの交わりなのです。
　このような交わりは、わたしたちの召命でもあって、すべての人が自分を寛大に、そして努力を惜しむことなく出しあって、このような真の交わりが生まれるように取り組んでいかなければなりません。「あらゆるキリスト者の現実は脆さの上に建てられており」、「完全な『理想的共同体』はまだ存在していない」（FLC,26）ので、兄弟体を建設する努力は必要です。たとえば、教育への配慮、社交性、親切、誠実、相互信頼、自己コントロール、思慮深さ、礼儀、ユーモアのセンス、分かち合いの精神、ゆるし、相互受容、対話とコミュニケーションの能力、そして「互いに益となる交わりの習慣を誠実に受け入れ合うこと」（FLC27; cfr. GGCC 42）など。

　兄弟たちは一緒に兄弟的生活を営みながら、互いに親切にし合って生きていくことを学ばなければなりません。それによって、わたしたちの生活様式は、わたしたちの信仰の表れとなります。わたしたちは聖霊において、天の御父の子であり、イエス・キリストの兄弟なのです（GGCC 38参照）。

　兄弟たちが共に生きる生活の交わりは、主によって愛されている人たち、特に貧しい人たちとの交わりによって実現されなければなりません。愛が彼らを支え、連帯性が彼らを助けるためです（Mt 25,31-46参照）。それはまた、すべての創られたものとの関係でも同じです。被造物はすべて神の呼びかけによって存在するものとなったので、神の善性のしるしであり、神の美の表明であり、腐敗の奴隷から解放されるように定められており、こうしてその日には神の子たちの自由に与るものとなるのです（Rm 8,19-21参照）。

提案

1 会則と会憲と総集会の総括文書「主があなたに平和を与えてくださいますように」、およびそれぞれの時と場所の状況を考慮に入れて、各管区は管区生活プロジェクトを、各兄弟体は兄弟体生活プロジェクトを、各兄弟は個人生活プロジェクトを草案すべきです。これらのプロジェクトは毎年、見直しながら進めていくべきです。

2 兄弟体生活プロジェクトは兄弟たちの共同生活を調整すべきです。それによってみんなが生活の歩調を合わせ、規則的に兄弟体の活動に参加でき、修道院内の仕事を協力して果たすことができるからです（GGCC 42 §2参照）。

3 兄弟体生活プロジェクトは、兄弟体において責任分担する際に民族的、あるいは言語的な分裂がないように、また誓願の本質を考慮して（GGCC 3 §1参照）、すべての兄弟に対しての平等に注意しなければなりません。

4 兄弟体生活プロジェクトと個人生活プロジェクトは、ふさわしい方法で問題に対処できるように適当な手段を提供しなければなりません。また同時に、真の共同生活の建設に役立つように用いられなければなりません。

5 参照すべきものとして、「共同体における兄弟的生活」を、また案内書としては、「あなたたちはみな兄弟」を兄弟的生活の活気付として用いるべきです。

6 管区長たちは、兄弟たちの一人暮らしの在り方に終止符を打つために、あらゆる可能な方法を用いるべきです。

7 時のしるしは、各兄弟と各兄弟体が以上の事柄を認識し、読み取り、解釈していくことを要求しています（LgP6参照）。兄弟体生活プロジェクトは、こうした課題に励めるような方法を提示すべきです。

8 管区生活プロジェクトと兄弟体生活プロジェクトは、病気の兄弟と高齢の兄弟に特に心を配るべきです。同様に、「離れている」兄弟や困難にある兄弟の同伴にも心を配るべきです。

9 より一層の気づき、交わり、そして協力のために同じ協議会の諸管区では、兄弟間の集まりを促進していくべきです。

10 管区長たちは、フランシスカン・ファミリー、特に、クララ会や他のフランシスカン観想修道女会、および在世フランシスコ会とヤング・フランシスカンとの協力関係を推進していくべきです。

聞くこと



福音

· 相互の愛：1Pt 1, 22-24; 3,8-12
· 隣人への愛：Mt 22, 34-40; Mk 12,28-34; Lk 10,25-28; Rm 13,8-10; Gal 5,13-14; Jm 2,1-9; 1Jn 4,7-21.
· 奉仕：Mt 20,24-28; 23,8-12; Mk 9.33-37; 10,41-45; Gal 5,13-14.
· イエスのコンパッション：Mt 9,35-38; 14,13-14; 15,32-39; 20,29-34; Mk 1.40-45; 6,30-34; 8,1-10; 9,14-29; Lk 7.11-17; Hb 4,14-16.
· 慈しみと喜び：Lk 2.8-20; 5,29-32; 6,36-38; 7,11-17.36-49; 10,29-37; 15,1-32.
· ゆるし：Mt 6,9-15; 18,21-35; Mk 11,25-26; Lk 6,36-38; 11, 1-4; 17,3-4; 23,33-34; Eph 4,30-32; Col 3,9-15.
聖フランシスコ

· 相互の愛：Rnb5,13;Rb6,7-9;10,5;1Test3

· ゆるし：LtM9-11.15

· 慈しみ：Rnb23,8;LOrd50;PrGA7;1Cel17;LegM8,5；３Comp5,13

修道会

· 会憲、３８－６３

· フランシスカン養成綱領、１７－２１；７０－７６

· あなたたちはみな兄弟、第一部I/1-2,III/2;第二部

· フランシスコ会の今、III,１

· 召命の司牧的配慮の指針、ｐｐ.61ff

· 2003年総集会総長報告書、７１－８８

教会

· 共同体における兄弟的生活、２１－４２；５４

· 奉献生活、４１－５３

· 新しい千年期を迎えて、４２－４５

· キリストからの再出発、２８－３２

省察



A) わたしたちの間で兄弟体を創り上げているのは主であるという確信を持っているでしょうか。この召命の中で、どのように主と協力していったらよいでしょうか。

B) 各地の兄弟体と管区兄弟体の兄弟たちとのわたしたちの関係はどのようなものでしょうか。彼らについて、わたしたちはどのように語っているでしょうか。

C) 各地の兄弟体と管区兄弟体に起こっている問題を克服するためにどのような方法をとったら良いでしょうか。

D) 兄弟たちの間に、真の兄弟体と生活の交わりを建設するためにどのような方法を採用したら良いでしょうか。

E) 現代世界に、ゆるしと和解のどのような模範を示していくことができるでしょうか。

F) わたしたちの兄弟的生活の中に主を発見するように組み込まれている権威と相互責任と仲介の奉仕職に向かうとき、わたしたちはどのような態度をとっているでしょうか。

G) 神がわたしたちを愛されていることを確信しているでしょうか。わたしたちの生活の方向性はどうであるべきでしょうか。宣教に対して信頼と勇気と大胆さをもって進むように兄弟体を助けるべきではないでしょうか。

H) 兄弟的矯正の義務をわたしたちはどのように実行しているでしょうか。

３．小ささ、貧しさ、そして連帯性

イエスの跡に続いて、小さき者、貧しき者、連帯する者として、この世を旅人、寄留人として歩むわたしたちは、すべての人とすべての創られたものの価値を宣べ伝える。

御父によって愛され、御子によって贖われ、聖霊の神殿となっているすべての人の価値、そしてすべての創られたものの価値を証する能力は、イエスとその貧しき母マリアの跡に従い、小さき者として人々と分かち合いながら無所有を生き、巡業の旅する根本的な姿勢から生まれます。

「主は彼らに言われた。『旅には何も持って行ってはならない。杖も袋もパンも金も持ってはならない。下着も二枚は持ってはならない。』」（Lk 9, 3）。

生活プロジェクト





　兄弟体における生活の交わりと兄弟たちの宣教は、小ささと貧しさと連帯性を通して特徴付けられた独自のものです。これは、すべての良いものを主にお返ししなければならないということから由来し、主の言葉と模範によって霊感を受ける生活を目指す人たちに、独特の自由さと善益を与えてくれます。しかし、小ささと貧しさと連帯性は、その姉妹である謙遜と愛徳なしには生きていけません。そして同時に、聖なる清貧によって守られていなければ成り立ちません。

　他方では、キリストの中に光り輝く祝福された清貧と聖なる謙遜と筆舌に尽くしがたい愛を、わたしたちが身にまとうことができるのは、キリストという鏡の中に自分自身を見つめ、絶えず自分の姿を注視することによってのみ可能なのです（4LAg15参照）。

　キリストの誕生の神秘を思うとき、わたしたちはその謙遜に感嘆し、それほどまでの清貧に心動かされます（4LAg19－21参照）。

　キリストの生涯の神秘を思うとき、わたしたちはその中に、仕える者の謙遜と自分を余すところなく人々に差し出す祝福された清貧とすべての人の贖いのために引き受けられた極みまでの労苦を見出すのです（4LAg22参照）。

　キリストの死の神秘を思うとき、わたしたちは、感嘆すべき謙遜のうちに光り輝く最高の愛と清貧を見るのです。

　わたしたちがどれだけ唯一の主キリストを観想し、愛し、その言葉に耳を聴けるのかは、わたしたちがどれだけ貧しい人々とかかわり、彼らのいうことに耳を傾け、愛しているかにかかっています。キリストの愛が私たちを駆り立てて、貧しい人々に出会うようにと促しています。杖も袋もパンも持たずに、またお金も二枚の下着も持たずに行くようにと（LgP33参照）。キリストの愛は、わたしたちを現代の「ハンセン病者」や貧しい人々のもとに導き、わたしたちも貧しくなるようにと呼びかけます。すべての人に仕える者となり、すべての人に従うようにと。平和をもたらし、心の柔和な者であるようにと。キリストを愛する者にとって、真に小さくなることと「何も自分のものとせずに」生きることは極めて納得のいくことなのです。

　小さき兄弟として、わたしたちが自分の全生活を、祈りを通しての神への道とせず、兄弟体の兄弟たちと共に歩まず、毎日の選択が本修道会の真の伝統とフランシスカン霊性に根ざしていないのならば、イエスと貧しい人々と共に旅する人でいることはできないのです（LgP36abc参照）。

提案

1 管区生活プロジェクトと兄弟体生活プロジェクトと個人生活プロジェクトは、状況を心に留めながら、わたしたちみなが呼ばれている主イエス・キリストの清貧と神の恵みによって誓約した福音的小ささと貧しい人々との連帯を生きるための実践的生活様式を確立しなければなりません。

2 管区生活プロジェクトと兄弟体生活プロジェクトは、管区および各兄弟体が最も貧しい人々に連帯性を示せるように基金を設立すべきです。また教会法上の規定を十分考慮に入れて、わたしたちの修道院の空いている部屋を必要に応じて貧しい人々に提供する決断をもしなければなりません。

3 管区長たちは、自分たちの管区基金の使用が倫理的価値を常に尊重し、もっとも貧しい人々の益となるように細心の配慮をなすべきです。

4 各管区は自分たちの機構の見直しを絶えず行うべきです。それによって奉仕の生活が可能となるでしょう。機構を守るためにこの生活が犠牲とならないようにしなければなりません。同時に、わたしたちの生活がもっとも貧しい人々の生活にできるだけ近いものであるようにすべきです。

5 各管区と協議会は、わたしたちの生きている状況に合った新しいプロジェクトを起こすべきです。「創造性の島」という言い方がこんにち話されています。それは、すべての管区と協議会に影響を与え、活気付けるような島を持つことです。

6 「人々のただ中に組み入れられた」兄弟体や巡業する兄弟体の設立は奨励されるべきであり、それに参加する兄弟たちへのふさわしい霊的同伴が保証されるべきです。

7 兄弟はみな自分たちが巡業の旅する者であることを自覚し、小さき兄弟としての召命と使命に合わない考え、活動、職務、機構などは放棄するようにすべきです。

8 小さき者であるということに忠実な兄弟たちは、どのような所にいても言葉よりも生活を通して平和をもたらすものであるべきです。人々の間に和解をもたらし、創られたものを尊重し、あらゆる種類の暴力と不正義と欺瞞を拒否していかなければなりません（LgP12-13参照）。兄弟たちは生活を通して、自由と平和に向かって歩む新しい人類のしるしであるための努力を惜しんではなりません（LgP35参照）。

9 すべての人に仕える者として、すべての人に従い、平和を愛する心の謙遜な者として（GGCC64参照）、兄弟たちは、あらゆる形の原理主義を避け（LgP14参照）、互いを知り、受け入れ合うように努めなければなりません（LgP15参照）。

10 清貧の生活の評価は、「何物も自分のものとせず」に生きようと誓願の時に約束した光に照らし、また周りの人々の生活状況に照らして行わなければなりません。

聞くこと



福音

· イエスと弟子たちの生活様式: Mt 6,25-34.

· 金銭: Mt 6,24.

· 従うこと (sequela):

· すべてを与えること: Mt 4,18-22; 19,16-30; Mk 1,16-20; 10,17-31; Lk 5,1-11; 14,25-33; 18.18-30.

· 自己放棄: Mt 10,37-39; 16,24-28.

· 子供のようになること: Mt 18,1-4; 19,13-15; Mk 10,13-16; Lk 18,15-17.

聖フランシスコ

· 清貧, 謙遜, 小ささ そして 愛: Rnb 1,1-3; 2,14-17; 7,1-10.15-16; 8,1-12; 11,1-9; 14,1-6; Rb 1,1; 2,7-10.14.17; 4,1-3; 5,1-4; 6,1-9; 2Test 16-17.20-23; 1Test 1-5; LW.

· Work: Rnb 7,1-8; 2Test 24-26.

修道会

· 会憲, 64-82; 96-98.

· フランシスカン養成綱領, 22-25: 77-83.

· キリストの福音で地を満たす, 149-164.

· 平和の道具、正義と平和と自然保護のために働く兄弟たちの案内書として, ローマ 1999.

· フランシスコ会の今, pp. 35-37.

· あなたたちはみな兄弟, 第2部 VII.

· 2003年総集会総長報告書, 89-108. 

教会

· 奉献生活, 82.89-90.

· 新しい千年期迎えて, 50-51.

· キリストからの再出発, 36.

省察



A) 貧しさを実際に生きた、どのような体験をわたしたちは持っているでしょうか。わたしたちは何に執着しているでしょうか。わたしたちは何を所有しているでしょうか。わたしたちは何に所有されているでしょうか。

B) 真に自由になるために、わたしたちは実際に貧しいでしょうか。

C) 愛徳と謙遜の識別から出発して、自分たちの清貧をチェックしているでしょうか。

D) 自分を変え、キリストとともに誠実に歩もうとする心構えはどの程度あるでしょうか。キリストに従う者、貧しい人々と歩む者、彼らの仲間になろうとしているでしょうか。

E) それぞれの兄弟体にどのような生活の環境があれば、わたしたちは相互に信頼し合い、霊的に力を得、どのような時にも希望の人でいられるでしょうか。

F) もし神が「十分な豊かさ」であれば、わたしたちはこの世の財物とどのようにかかわればいいのでしょうか。わたしたちは神の貧しいしもべであり、神のために貧しくなろうとしているでしょうか。どのような貧しさを生きるべきなのでしょうか。

４. 福音化－宣教

兄弟体とは福音によって育まれているものです。それは不安で人生の意味を探している人類に「霊と生命」であるみことばを差し出すためなのです。

毎日、「 御父のみことばであるイエス・キリストの言葉を聞き、霊と生命である聖霊のことばを聴く」姿勢がわたしたちにあるとき、(2Lf 3), わたしたちは兄弟体の中で聖性の道を歩み続け、 すべての創られたものに福音を告げ、 唯一の神を求める現代人に同伴し、主の霊のうちに時のしるしを見分けることができるでしょう。

「イエスは近寄ってきて言われた。『私は天と地の一切の権能を授かっている。だから、あなた方は行って、すべての民をわたしの弟子にしなさい。彼らに父と子と聖霊の名によって洗礼を授け、あなた方に命じておいたことをすべて守るように教えなさい。わたしは世の終わりまで、いつもあなた方と共にいる』」(Mt 28,18-20)。

生活プロジェクト





　主から呼ばれ、聖霊によって駆り立てられたわたしたちは、すべての創られたものに福音を宣べ伝えるようにと全世界に派遣されました。それによって、父である神がキリストのうちに示し与えてくださった恵みと愛をすべての人が知ることができるためです( CCGG 83 §3参照)。恵みと愛の福音の中に、毎日出会う人たちにわたしたちがもたらしたい平和と善があります。そして、福音を通してすべての人により良い世界への確固たる希望を伝えたいのです( CCGG 83参照)。これこそ、わたしたちがすべての人に望む救いなのです。「主があなたに平和を与えてくださいますように」 (2Test 23)。

福音を告げるとは、神がキリストを通してお与えになった平和をすべての人にもたらすことであり(Eb 10,36参照)、 わたしたちの平和であるキリストを告げることであって (Ef 2,14参照)。これこそが教会の召命であり、使命なのです(SdP 37参照)。

神の国の良い訪れを告げ、実現することは、 小さき兄弟たちの召命であり、使命です。小さき兄弟会は宣教のために存在している「宣教する兄弟体」なのです( SdP 42; VFC 59a参照)。小さき兄弟にとって宣教とは、何かをなす存在である以前に、わたしたちの存在理由なのです。

小さき兄弟であることは、自分自身のためではなく、他者のために生きることにあります。小さき兄弟会の兄弟体とは自分たちのうちに閉じこもったグループではなく、外に向かって開かれた兄弟体です。この世界がわたしたちの修道院であって、わたしたちの使命は神の国を知らせることです(SdP 37参照)。小さき兄弟たちは、この使命を先ず生活をもって、次にみことばの証しをもって実現するのです。

提案

1 各管区と各兄弟体は福音宣教活動全般にわたって役立つ自分たちの福音宣教プロジェクトを作成すべきです。それによって、教会との交わりのうちに、またわたしたちの生活様式、特に、わたしたちの兄弟体に合った形で、福音宣教の新しい形態を生み出す契機とすべきです。

2 これからの６年間に、総理事会は福音宣教総事務局を通して、 それぞれの文化圏における福音宣教一般、また本修道会全体の海外宣教部門の国際会議を開催すべきです。

3 各管区と各協議会は自分たちが始めた宣教地との伝統的な絆を強く保つようにすべきです。教皇勧告「Duc in altum!」に従って各協議会は、すでに存在しているか、これから設立しようとしている本会のプロジェクトを維持することに専念すべきです。 

4 全ての管区は、聖地、モロッコ、独立州連邦、タイなどの本会の宣教プロジェクトに総力を挙げて協力すべきです。管区長たちは兄弟たちの宣教師としての召命を綿密に吟味し、管区の益のためにという理由でその召命を妨げることのないようにすべきです。

5 全ての管区は学問を福音宣教のために不可欠なものとして捉えるべきです。

6 全ての管区は、宣教のための献金の６パーセントを毎年本会の福音宣教総事務局に送るべきです。 

7 福音宣教の第一で根本的な形とは、兄弟体における兄弟たちの交わりの生活です。

8 兄弟たちは時のしるしに注意深くあり、今日の世界の問題に対する新しい対応策を練るようにすべきです。兄弟たちが識別しなければならないことは、つまり兄弟たちが根本的に必要としていることは、何をなすべきかをはっきりとつかみ、現代の状況に応える福音宣教プロジェクトにどのように一貫して組み込んでいくかということです。

9 兄弟たちは、定期的に自分の司牧活動の見直しをすべきです。それによって、自分の働きが真福八端の精神に適っているか、そして神の国の到来の促進に役立っているかを識別するためです( SdP 41参照)。

10 兄弟たちは、そのすべての福音宣教活動において信徒との協働を図り、彼らの養成に適切な関与をしながら、促進すべきです。

11 福音宣教の種々の形態の中で、兄弟たちは現今の要求に応じて方法を刷新しながら、人々の中での宣教（使命）を真剣に考えなければなりません。

12 兄弟たちは、若者たちの福音化に特別の注意を払わなければなりません。大学や学問研究センターを有している管区は、若者たちに福音的・フランシスカン的価値に根ざした養成を提供すべきです。

13 自分と異なる文化や人々の中で福音に奉仕するように感じている兄弟たちは、ブリュッセルの国際兄弟体、また、そのために設立されている他の兄弟体で適切な養成を受けるべきです。 彼らは兄弟的な心の底からの敬いをもって自分が赴く人々の特徴を学ばなければなりません。そして、彼らの言語を習得し、宗教的・歴史的・文化的価値観、および彼らの習慣と伝統を自分のものにすべきです。 

聞くこと



福音

· 御父より派遣されたイエス：Mt 10.40; 15,21-28; Mc 9,33-37; Lc 4,16-21.42-44; 9,46-48; 10,16; Gv 3,13-17; 4,34; 5,19-38; 6, 22-57; 7,14-34; 8,1-42; 9,4; 10,36; 11,42; 12,44-50; 13,20; 14,24; 15,21; 16,5; 17,1-26.

· 弟子たちの宣教Mt 10,1-33; 28,16-20; Mc 16,15-16; Lc 24,44-49; Gv 17,18-19; Rm 10,14-15; 1Cor 9,15-18; Ef 3,1-12; Col 1,24-29.

聖フランシスコ

· イスラム教徒や他の人々の間にあって Rnb 16,1-19; Rb 12,1-2.

· 説教者としてRnb 17,1-20; Rb 9,1-4.

· 説教Lcust 9-10.

修道会

· 会憲 83-125.

· フランシスカンの養成綱領 26-29.

· 「キリストの福音で地を満たす」 69-87.

· 召命の司牧のための指針 pp. 55ss.

· 2003年総集会総長報告書 109-123; 146-170. 

教会

· *共同体における兄弟的生活 58-70.

· 奉献生活72-103.

· 新しい千年期を迎えて 40.58.

· キリストからの再出発 37.

省察



A) わたしたちは小さき兄弟として、現代の急を要する挑戦に対してどのように応えていったら良いでしょうか。

B) 小さき兄弟は何よりもまず生活をもって福音化するのだと明言するのはどういう意味においてでしょうか。このような原則はわたしたちと兄弟体の生活にどんな結果をもたらすでしょうか。

C) こんにち、宣教者であるとはどういう意味があるでしょうか。

D) こんにちのフランシスカン宣教の主要な特徴は何でしょうか。

E) 本会の宣教プロジェクトに対してどれほどの支援をしたら良いのでしょうか。 わたしたちが派遣する人についてどのような識別をしているでしょうか。

F) 宣教の精神を植えつけるために若い兄弟たちをどのように励ましたら良いでしょうか。また、フランシスカン宣教に彼らをどのように備えさせたら良いでしょうか。

G) 特にヤング・フランシスカンや在世フランシスコ会員たちを活気付けて宣教精神に向かわせ、わたしたちと協働してもらうためにはどうしたら良いでしょうか。 

５. 養成

わたしたちの兄弟体は神の霊感によって始まり、毎日、回心と新しい生活へ呼ばれ、「宣教する兄弟体」として成長するのを目指している。

召命の同伴から始まって、初期養成、生涯養成にまで至る養成への取り組みは、神の霊感を識別して主がお与えくださる新しい兄弟たちを助け、各兄弟と各兄弟体が最後まで主の御跡に従い、世にあって主の証人となれるように支えることを目的としています。

イエスが山に登って、これと思う人々を呼び寄せられると、彼らはそばに集まってきた。そこで、１２人を任命し、使徒と名付けられた」 (マルコ 3, 13-14)

生活プロジェクト





兄弟たちは初期養成と生涯養成に誠心誠意取り組むべきです。それによってわたしたちは、祈りにおいてキリストに従い、神の子であるという（神学的）体験をし、私たちの間で兄弟であることを体得し、 貧しく十字架に付けられたイエスに日々一致していき、 わたしたちの主イエス・キリストの聖福音をより良く知り、 言葉と生活をもってそれを告げるようになるためです。適切で洗練された養成は、わたしたちの生活と使命の質と信憑性を向上させ、志願者たちにわたしたちの生活様式を伝え、現代の若者たちにフランシスカンのカリスマを提示するために欠くことのできない条件であります。 

養成は、全生涯にわたる歩みのために各兄弟と各兄弟体にとって不可欠なものです。その歩みの中で、兄弟たちは自分の才能と福音的あかしと召命への選択を絶えず進展させていくのです ( CCGG 135参照)。

各兄弟には自分自身の養成に取り組み、それを完成させる最終的・決定的責任があります(CCGG 137, 1参照)。なぜならば、キリストに従うものとして常に忠実に神への奉献を全うさせ、 兄弟たちに奉仕し、自分の使命を果たすことは各人の個人的責任だからです。

自分の養成への配慮は各人の責任ではありますが、生涯養成の第一の場は兄弟体であって(CCGG 173, 2参照)、それはキリスト者にとっては教会が、人間にとっては家庭がはぐくみの場であるのと同じであります。 

しかし、個人的取り組みと共同体の養成能力がその価値を失わないためには、管区長と院長たちは、あらゆるレベルでの集りの助けを得て、生涯養成を励まし、そのプランを練り、必要な方法を提供するよう配慮しなければなりません。（CCGG 137, 3参照)。

初期養成は、その土壌を生涯養成の中に有しています(RFF 108参照)。初期養成と生涯養成の間には、そして初期養成の各段階には継続性と一貫性がなければなりません(RFF 177参照)。 人間の成熟への歩みにとって、それがどの段階であっても、学問は欠かせないものです(RS 31参照)。

提案

1 各管区は初期養成と生涯養成について自分たちのプロジェクトを作成しなければなりません。また、本会の関係文書を参照しながら、召命のための司牧プロジェクトと自分たちの勉学綱領をも作成しなければなりません。管区会議毎に、これらのプロジェクトの評価が行われなければなりません。

2 総理事会はこの６年の間に、養成と学問総事務局を通して修練長のための国際会議と生涯養成担当者のための国際会議を開催しなければなりません。

3 総理事会は、養成と学問総事務局を通して、本会の学問と研究センター、特に総長の下に属する機関を支えなければなりません。また、本会の勉学綱領に適うように学問と研究のプログラムに目を通し、新しい教授や研究者の手を借り、適当な経済的手段を用いて本会の必要に応じなければなりません。

4 諸管区の間で、特に同じ協議会の中で、養成プログラムの分かち合いをよく行うべきです。とりわけ生涯養成のために、様々なプログラムの交流などの最大の協力を行うべきです。

5 管区長と院長たちは、管区と地域の各兄弟体を活気付けるに当たって、小さき兄弟会の生涯養成綱領の指示に従い、兄弟たちの生涯養成に特別な注意をもって配慮しなければなりません。

6 初期養成においても生涯養成においても、兄弟たちへの霊的同伴には特別な注意を払わなければなりません。特に、荘厳誓願を宣立して5年以内の兄弟たちに対してはそうであります。

7 諸管区と兄弟体は、高齢や病気の兄弟に対してふさわしい方法で同伴をしなければなりません。

8 本会の勉学綱領に記載されていることを考慮に入れて、各管区は兄弟たちの知的養成と種々の規律訓練の備えに向けて力を入れなければなりません。

9 全ての管区は可能な限り、貧しい管区との連帯のしるしとして、「養成基金」に協力しなければなりません。 

聞くこと



福音 

· Mt 25,14-30; Mc 8,31-15,46 (養成の歩み); Lc 2,52; 6,48-49

聖フランシスコ

· Rb 10,8; Am 7; 2Cel 103.

修道会

· 会憲 126-167.

· フランシスカン養成綱領 40-61.

· 召命司牧のための指針 pp. 45ss.

· OFM勉学綱領 13.22.

· 2003年総集会総長報告書124-144.

教会

· 共同体における兄弟的生活43.

· 奉献生活 64-71; 98.

· キリストからの再出発15-19.

省察



A) 養成担当者の養成をどのように優先させたらよいでしょうか。
B) 兄弟体の生活プロジェクトの中に、養成のための集まりが織り込まれているでしょうか。
C) 養成担当者会議の有効性と養成の各段階の達成度をどうやって評価したらよいでしょうか。 

D) 「養成－回心」と「研究－福音化」との間の関係をどのように定めたら良いでしょうか。

E) 専門職の養成や学問を学んでいる有期誓願の兄弟たちにどのように霊的同伴をしていったら良いでしょうか。

F) 「小ささ」、「人々のただ中に入る」、「宣教」といったフランシスカン生活体験を通して若い兄弟たちを養成しているでしょうか。

略号

聖書

Col
コロサイの信徒への手紙
1Cor
コリントの信徒への手紙I
Eph
エフェソの信徒への手紙
Gal
ガラテヤの信徒への手紙
Hb
ヘブライ人への手紙
Jm
ヤコブの手紙
Jn
ヨハネによる福音書
1Jn
ヨハネの手紙I
Lk
ルカによる福音書
Mk
マルコによる福音書

Mt
マタイによる福音書
1Pt
ペトロの手紙I
Rm
ローマの信徒への手紙

聖フランシスコの書き物と伝記
Abs
The Prayer "Absorbeat".

Adm
訓戒の言葉

1Cel
チェラノのトマス「聖フランシスコの第１伝記」
2Cel
チェラノのトマス「聖フランシスコの第２伝記」
3Comp
三人の伴侶の伝記

LegM
聖ボナベントゥラ「聖フランシスコの大伝記」
LegP
ペルージア伝

LtAn
兄弟アントニオへの手紙

LtCust
長上への手紙

2LtF
全キリスト者への手紙II
LtM
ある管区長への手紙
LtOrd
全兄弟会にあてた手紙
LW
聖クララに書き送った最後の望み
PrGA
神への賛美の励まし.

Rb
勅書によって裁可された会則
Rnb
勅書によって裁可されていない会則
1Test
シエナでなされた遺言
2Test
遺言
聖クララの書き物
3LtAg
プラハのアグネスへの手紙３


4LtAg
プラハのアグネスへの手紙４

他の文書

GGCC
会憲
FEG
全世界をキリストの福音であまねく満たす、１９９６年
FLC
共同体における兄弟的生活、１９９４年.
LgP
２００３年アシジ総集会総括文書（「アシジ総集会２００３年」）
PRMG
２００３年総集会での総長によるプレゼンテーション
RFF
フランシスカン養成綱領、２００３年

RMG
２００３年アシジ総集会総長報告書
RS
勉学綱領、２００１年






兄弟的な世界を目指してキリストに従う


フランシスカンの優先課題


（２００３－２００９）





小さき兄弟会優先課題のより深い研究と適用のための手引き


ローマ総本部２００４年 





小さき兄弟会優先課題（２００３年～２００９年）
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